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〇6:50《記:天の元后聖母ﾏﾘｱ》　　　　　　　　　　　《年間第21主日 前晩》〇19:00

《年間第21主日》 〇7:30／10:00　　　運営委員会

〇6:50《記:聖ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽ司教教会博士》

〇6:50《記:洗礼者聖ﾖﾊﾈの殉教》　　　　　　　　　　《年間第22主日 前晩》〇19:00

〇6:50

〇6:50《記:聖ﾋﾟｵ十世教皇》

〇6:50《祝:聖ﾊﾞﾙﾄﾛﾏｲ使徒》

×6:50《祭: 聖母ﾏﾘｱの被昇天》　聖母マリアの被昇天ミサ〇10:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《年間第20主日 前晩》〇19:00

《年間第20主日》 〇7:30／10:00

〇6:50

×6:50

〇6:50《記:聖ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ修道院長教会博士》

《年間第23主日》 〇7:30／10:00　 被造物を大切にする世界祈願日 　教会がっこう
女性の会役員例会【2階】　　13:00ﾍﾞﾄﾅﾑ語ﾐｻ

〇6:50

×6:50　　　　　　　　すべてのいのちを守るための月間（10月4日まで）

〇6:50

〇6:50《記:聖大ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ教皇教会博士》

〇6:50　　　　　　　　　　《年間第23主日 前晩》〇19:00

〇6:50

〇6:50

〇6:50　　　　　　　14:00北九州召命を共に祈る会　 《年間第24主日 前晩》〇19:00

《年間第24主日》 〇7:30／10:00　  　教会がっこう　　　15:00英語ミサ

×6:50

×6:50《祝:聖母ﾏﾘｱの誕生》　　　　　　　　　19:00外国人ネットワーク北九州【1階】

×6:50

×6:50《記:福者ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ木村司祭と204殉教者》

〇6:50　　　　　　　　　　　13:30小倉祈りの集い【2階】

〇6:50

〇6:50《聖ﾓﾆｶ》

《年間第22主日》 〇7:30／10:00　　教会がっこう：10時ﾐｻ後 夏祭り

小倉カトリック教会 主任司祭：ヨハネ 櫻井尚明 TEL.093-921-0093／FAX.093-921-0139

教区年間目標 「未来に開かれた教会」となる

～
13:00～ 講演

小倉カトリック教会
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掃除当番   　　※ご協力お願いします。　（１０時ミサ後）

　　　

　

☆福岡教区創立100周年に向けて

毎月、第1日曜日に「教区創立100周年の祈り」と共同祈願の意向を唱えます。

教区司牧方針☞「未来に開かれた教会」となる

巡礼教会の指定：小倉教会は教区創立１００周年の巡礼指定教会となります。

２０２５年1月1日～２０２７年６月３０日まで 巡礼スタンプ冊子が届いています。

「令和８年熊本地震 被災地支援募金」 令和８年７月２８日発生した熊本地震のため

聖堂後ろに募金箱を用意しています。皆様のご協力よろしくお願いします。

☆８月３０日（日）１０時ミサ後 教会がっこう夏祭り

☆９月２０日（日）１０時 敬老祝賀ミサ

※案内のハガキが届きましたら出欠の連絡をよろしくお願いします。

☆１０月１１日（日）１５時～ 加賀山隼人殉教記念ミサが行われます。

場所：小倉教会 司式：アベイヤ司教

※当日の英語ミサはありません。

☆北九州納骨堂より重要なお知らせ

・第３日曜日の納骨を希望される方は、１週間前までに納骨堂委員に連絡ください。

小倉教会は白濱和美まで。（携帯０９０‐８９１５‐４７４０）

聖書のことば

8月16日：中島・日明・平和・中井・到津・木町清水・若園・長行・徳力

23日：山手・北方・曽根・湯川葛原・横代・沼吉田・貫長野・朽網

城野・黒原・三郎丸・富野

30日：槻田・熊谷・今町・南丘・高田・篠崎・足立・熊本・大門・白銀

「婦人よ、あなたの信仰は立派だ」 （マタイ ４・２８）

教区司牧方針
☆カトリック福岡司教区 「宣教司牧方針」（パンフレットをご覧ください。）

「キリストの愛に駆り立てられて、人々と共に歩む教会」

１．「出向いて行く教会」となる

弱い立場に置かれている人々と共に歩み、福音を証しし、伝える

そのために特に次の課題に積極的に取り組む

（1）出向いて行く教会の歩みを支えるために、みことばを黙想し分かち合う

（2）多くの人々が福音に触れる機会をつくる

（3）様々な活動を通して神が望んでおられる社会を築いていくように努める


